
(57)【要約】

【課題】切開と剥離というように２つの処置を行うに当

って、高周波処置手段の可撓性シースからの突出長さを

それぞれ最適な長さに調整できるようにする。

【解決手段】ストッパリング１３を装着した可撓性シー

ス２の先端に装着した高周波ナイフ１０は第１，第２の

電極部材１１，１２から構成され、第１の電極部材１１

は基端側が太径部１１ａで、先端側が細径部１１ｂとか

らなり、第２の電極部材１２の内面側が段差構造になっ

ている。高周波ナイフ１０を２段で突出させるために、

スライダ５は、第１の駆動部２０及び第２の駆動部２１

と、連動部材２２とから構成され、連動部材２２の長孔

２２ａに連結用ねじ２８を挿通させて、この連結用ねじ

２８を締め付けて、第１，第２の駆動部２０，２１間を

連結状態となし、第２の駆動部２１には第２の駆動部２

１は本体軸４に固定的に保つための止めねじ２９が螺挿

されている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 気 絶 縁 部 材 か ら な り 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 通 可 能 な 可 撓 性 シ ー ス に 高
周 波 ナ イ フ を 装 着 し 、 前 記 可 撓 性 シ ー ス に 連 結 し た 操 作 手 段 に よ り 、 前 記 高 周 波 ナ イ フ を
前 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら 出 没 操 作 す る 構 成 と し た 高 周 波 処 置 具 に お い て 、
　 前 記 高 周 波 ナ イ フ は テ レ ス コ ー プ 状 に 組 み 込 ま れ た 第 １ ， 第 ２ の 電 極 部 材 か ら 構 成 さ れ
、
　 前 記 操 作 手 段 は 、 前 記 第 １ ， 第 ２ の 電 極 部 材 を そ れ ぞ れ 移 動 さ せ る 第 １ ， 第 ２ の 駆 動 部
材 と 、 こ れ ら 第 １ ， 第 ２ の 駆 動 部 材 間 を 連 動 及 び 連 動 解 除 す る 連 動 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 可 撓 性 シ ー ス に 前 記 第 ２ の 電 極 部 材 の 突 出 長 さ を 規 制 す る 第 １ 段 規 制 部 を 設 け 、 前
記 第 ２ の 電 極 部 材 に は 、 前 記 第 １ の 電 極 部 材 の こ の 第 ２ の 電 極 部 材 の 先 端 か ら の 突 出 長 さ
を 規 制 す る 第 ２ 段 規 制 部 を 設 け る
構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 内 面 に 前 記 高 周 波 ナ イ フ を 導 出 可 能 な 通 路 を 有 す る ス ト ッ パ リ ン
グ を 装 着 し 、 前 記 第 ２ の 電 極 部 材 の 基 端 部 に は 、 こ の ス ト ッ パ リ ン グ の 基 端 部 に 接 離 可 能
な 構 成 と す る こ と に よ っ て 前 記 第 １ 段 規 制 部 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 高 周
波 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の 駆 動 部 材 と 前 記 第 １ の 電 極 部 材 と の 間 は 第 １ の 伝 達 部 材 で 連 結 さ れ 、 ま た 前 記
第 ２ の 駆 動 部 材 と 前 記 第 ２ の 電 極 部 材 と の 間 は 第 ２ の 伝 達 部 材 で 連 結 さ れ て 、 前 記 連 動 部
材 に よ っ て こ れ ら 第 １ ， 第 ２ の 駆 動 部 材 を 連 動 状 態 と す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ ， 第 ２
の 電 極 部 材 を 前 記 第 １ 段 規 制 部 の 位 置 ま で 変 位 可 能 と な し 、 前 記 連 動 部 材 に よ る 前 記 第 １
， 第 ２ の 駆 動 部 材 の 連 動 解 除 状 態 と す る こ と に よ り 、 前 記 第 １ の 駆 動 部 材 で 前 記 第 １ の 電
極 部 材 を 前 記 第 ２ 段 規 制 部 の 位 置 ま で 変 位 可 能 な 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 高 周 波 処 置 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 通 さ れ て 、 病 変 粘 膜 の 切 開 及 び 剥 離 等
の 処 置 を 行 う た め に 用 い ら れ る 高 周 波 処 置 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 検 査 に よ り 食 道 ， 胃 ， 十 二 指 腸 ， 大 腸 等 の 体 腔 内 壁 に お け る 粘 膜 部 分 に 腫 瘍 等 と
い っ た 病 変 部 が 発 見 さ れ た 場 合 、 高 周 波 処 置 具 を 用 い て こ の 病 変 粘 膜 の 部 位 を 切 除 す る 処
置 が 行 わ れ る 。 こ の 病 変 粘 膜 部 を 除 去 す る 処 置 と し て は 、 高 周 波 ス ネ ア を 用 い た 内 視 鏡 的
粘 膜 除 去 法 （ Ｅ Ｍ Ｒ ） が 従 来 か ら 広 く 行 わ れ て い る が 、 こ の Ｅ Ｍ Ｒ 法 で は 大 き な 病 変 部 を
一 度 に 除 去 す る こ と が で き ず 、 数 回 に わ た る 処 置 が 必 要 に な り 、 ま た 病 変 部 の 取 り 残 し の
お そ れ も あ る 等 の 問 題 点 が あ る 。 そ こ で 、 近 年 に お い て 、 高 周 波 ナ イ フ を 用 い た 内 視 鏡 的
粘 膜 剥 離 切 開 法 （ Ｅ Ｓ Ｄ ） が 行 わ れ る よ う に な っ て き て い る 。 こ の Ｅ Ｓ Ｄ 法 に よ る 処 置 は
、 粘 膜 に お け る 病 変 部 の 周 囲 を 切 開 し 、 次 い で こ の 病 変 粘 膜 を 、 粘 膜 下 層 の 一 部 を 含 め て
筋 層 か ら 剥 離 す る と い う ２ 段 階 で の 処 置 が 行 わ れ る 。 こ の Ｅ Ｓ Ｄ 法 に よ れ ば 、 大 き な 病 変
部 に 対 し て も 、 １ 度 の 処 置 で 取 り 残 し な く 病 変 粘 膜 部 を 完 全 に 除 去 で き る と い う 利 点 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の Ｅ Ｓ Ｄ 法 と し て 用 い ら れ る 高 周 波 処 置 具 は 、 電 気 絶 縁 性 を 有 す る 可 撓 性 シ ー ス の 先
端 か ら 高 周 波 ナ イ フ を 出 没 で き る よ う に 構 成 さ れ る 。 ま た 、 こ の 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 部 に
操 作 手 段 が 連 結 さ れ て お り 、 可 撓 性 シ ー ス は 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 通 さ れ
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る も の で あ る 。 こ の 種 の 高 周 波 処 置 具 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る も
の が 知 ら れ て い る 。 こ の 公 知 の 高 周 波 処 置 具 は 、 可 撓 性 シ ー ス の 内 部 に 操 作 ワ イ ヤ を 挿 通
さ せ 、 こ の 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 、 高 周 波 処 置 手 段 と し て 、 ナ イ フ 部 を 連 結 し て 設 け た も の
か ら な り 、 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 部 に 操 作 手 段 を 連 結 し て 設 け る 構 成 と し た も の で あ る 。 操
作 手 段 は 本 体 軸 に 連 結 し て 設 け た ス ラ イ ダ を 有 し 、 こ の ス ラ イ ダ に は 操 作 ワ イ ヤ の 基 端 部
を 連 結 し 、 ス ラ イ ダ を 本 体 軸 に 沿 っ て 押 し 引 き す る こ と に よ り 操 作 ワ イ ヤ に 連 結 し た ナ イ
フ 部 を 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら 出 没 さ せ る 操 作 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ナ イ フ 部 と し て は 、 棒 状 電 極 の 先 端 に 円 板 形 状 や 三 角 板 形 状 の 板 状 電 極 を 連 結 し て 設 け
た も の か ら 構 成 さ れ る 。 ま た 、 棒 状 電 極 の 先 端 を 折 り 曲 げ た フ ッ ク ナ イ フ と し て 構 成 し た
も の も 示 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 特 許 文 献 １ に よ れ ば 、 板 状 電 極 を 設 け た ナ イ フ 部 を 有
す る 処 置 具 を 用 い る こ と に よ っ て 、 病 変 粘 膜 の 切 開 及 び 剥 離 と い う 処 置 を 行 う こ と が で き
る と あ る 。 さ ら に 、 処 置 を 行 っ て い る 間 に お い て 、 出 血 部 が 生 じ た 場 合 に は 、 板 状 電 極 を
押 し 当 て る こ と に よ り 、 止 血 も 行 え る と し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ １ ３ ５ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 病 変 粘 膜 を 切 開 す る 際 に は 、 粘 膜 下 層 の 下 部 に 位 置 す る 筋 層 を 侵 襲 し な い よ う に し な け
れ ば な ら な い 。 例 え ば 、 高 周 波 ナ イ フ に 高 周 波 電 流 を 流 し て い る 状 態 で 筋 層 と 接 触 す る と
、 筋 層 へ の 穿 孔 及 び そ れ に 伴 う 多 量 の 出 血 が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。 粘 膜 切 開 を 行 う 際 に は
、 こ の 粘 膜 層 を 筋 層 か ら 離 間 さ せ る た め に 、 生 理 食 塩 水 や ヒ ア ル ロ ン 酸 等 か ら な る 膨 隆 液
を 粘 膜 下 層 に 局 注 し て 切 開 す べ き 粘 膜 を 膨 隆 さ せ る の が 一 般 的 で あ る が 、 局 注 に よ る 膨 隆
が 行 わ れ た と し て も 、 な お 高 周 波 ナ イ フ に よ る 筋 層 へ の 侵 襲 を 防 止 で き な い こ と が あ る 。
高 周 波 ナ イ フ は 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら 出 没 可 能 な 構 成 と な っ て い る の で 、 可 撓 性 シ ー ス
か ら の 高 周 波 ナ イ フ の 突 出 長 さ を 規 制 す れ ば 、 高 周 波 ナ イ フ が 筋 層 に 接 触 し な い よ う に な
り 、 も っ て 切 開 時 に お け る 処 置 の 安 全 性 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ こ で 、 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら の 高 周 波 ナ イ フ の 突 出 長 さ を 規 制 す る 場 合 、 そ の 最 突
出 長 さ は 、 粘 膜 の 厚 み 以 上 で あ っ て 、 粘 膜 と 粘 膜 下 層 と の 合 計 の 厚 み 以 下 と す る こ と に よ
っ て 、 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら 高 周 波 ナ イ フ を 突 出 さ せ て 、 粘 膜 に 押 し 当 て る よ う に し て
切 開 が 行 わ れ る が 、 こ の と き に 高 周 波 ナ イ フ の 先 端 が 筋 層 に ま で は 届 か な い よ う に 保 持 で
き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 病 変 粘 膜 を 剥 離 し て 除 去 す る に 当 っ て は 、 前 述 し た 切 開 に 引 き 続 い て 切 開 し た 粘 膜 を 剥
離 し な け れ ば な ら ず 、 こ の 粘 膜 剥 離 は 粘 膜 下 層 に 高 周 波 ナ イ フ を 潜 り 込 ま せ て 、 こ の 粘 膜
下 層 を 構 成 す る 線 維 質 物 を 切 断 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。 こ の と き に は 、 高 周 波 ナ イ フ は
粘 膜 と 概 略 平 行 な 状 態 に 保 ち な が ら 、 左 右 に ス イ ン グ さ せ る よ う に 操 作 す る こ と に な る 。
従 っ て 、 こ の 粘 膜 剥 離 を 効 率 的 に 行 う に は 、 高 周 波 ナ イ フ の 可 撓 性 シ ー ス か ら の 突 出 長 さ
は あ る 程 度 長 く す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 要 す る に 、 Ｅ Ｓ Ｄ 法 に よ り 病 変 粘 膜 を 切 開 ・ 剥 離 す る 際 に 、 切 開 を 行 う 際 に は 、 可 撓 性
シ ー ス か ら の 高 周 波 ナ イ フ の 突 出 長 さ を 制 限 し 、 粘 膜 剥 離 を 行 う 際 に は 、 高 周 波 ナ イ フ の
突 出 長 さ を 長 く す る こ と が 望 ま し い が 、 前 述 し た 特 許 文 献 １ は 、 高 周 波 ナ イ フ の 可 撓 性 シ
ー ス か ら の 突 出 長 さ を 処 置 に 応 じ て 変 化 さ せ る 機 構 を 備 え て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 以 上 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 切 開 と 剥
離 と い う よ う に ２ つ の 処 置 を 行 う に 当 っ て 、 高 周 波 処 置 手 段 の 可 撓 性 シ ー ス か ら の 突 出 長
さ を そ れ ぞ れ 最 適 な 長 さ に 調 整 で き る よ う に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 電 気 絶 縁 部 材 か ら な り 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通
チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 通 可 能 な 可 撓 性 シ ー ス に 高 周 波 ナ イ フ を 装 着 し 、 前 記 可 撓 性 シ ー ス に 連
結 し た 操 作 手 段 に よ り 、 前 記 高 周 波 ナ イ フ を 前 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら 出 没 操 作 す る 構
成 と し た 高 周 波 処 置 具 で あ っ て 、 前 記 高 周 波 ナ イ フ は テ レ ス コ ー プ 状 に 組 み 込 ま れ た 第 １
， 第 ２ の 電 極 部 材 か ら 構 成 さ れ 、 前 記 操 作 手 段 は 、 前 記 第 １ ， 第 ２ の 電 極 部 材 を そ れ ぞ れ
移 動 さ せ る 第 １ ， 第 ２ の 駆 動 部 材 と 、 こ れ ら 第 １ ， 第 ２ の 駆 動 部 材 間 を 連 動 及 び 連 動 解 除
す る 連 動 部 材 と を 備 え 、 前 記 可 撓 性 シ ー ス に 前 記 第 ２ の 電 極 部 材 の 突 出 長 さ を 規 制 す る 第
１ 段 規 制 部 を 設 け 、 前 記 第 ２ の 電 極 部 材 に は 、 前 記 第 １ の 電 極 部 材 の こ の 第 ２ の 電 極 部 材
の 先 端 か ら の 突 出 長 さ を 規 制 す る 第 ２ 段 規 制 部 を 設 け る 構 成 と し た こ と を そ の 特 徴 と す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 高 周 波 処 置 具 を 病 変 粘 膜 部 の 切 開 ・ 剥 離 と い う 処 置 を 行 う た め に 用 い る と し て 、 可
撓 性 シ ー ス の 先 端 に 設 け た 高 周 波 ナ イ フ に よ り 切 開 を 行 う 場 合 に は 、 切 開 は 高 周 波 ナ イ フ
で 体 内 組 織 に 切 り 込 む よ う に 操 作 す る も の で あ り 、 従 っ て 操 作 性 の 観 点 か ら 、 棒 状 の 電 極
と し て 構 成 す る の が 望 ま し い 。 ま た 、 棒 状 の 電 極 の 先 端 部 分 を 曲 げ た フ ッ ク ナ イ フ 、 先 端
に 電 気 絶 縁 部 材 を 装 着 し た Ｉ Ｔ ナ イ フ 等 適 宜 の 構 造 の も の も 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、
剥 離 は 高 周 波 ナ イ フ を 左 右 に ス イ ン グ さ せ る よ う に し て 操 作 さ れ る も の で あ り 、 真 っ 直 ぐ
若 し く は 先 端 が 曲 が っ た 棒 状 の 電 極 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 粘 膜 を 切 開 す る た め に は 、 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら の 高 周 波 ナ イ フ の 突 出 長 さ は 少 な く
と も 粘 膜 層 の 厚 み 分 以 上 で な け れ ば な ら な い 。 そ し て 、 高 周 波 ナ イ フ の 先 端 が 筋 層 に 接 触
し な い よ う に す る た め に 、 粘 膜 層 と 粘 膜 下 層 の 厚 み と の 合 計 寸 法 以 下 に 設 定 す る 。 こ れ は
第 １ 段 目 の ス ト ロ ー ク で あ り 、 テ レ ス コ ー プ 状 と な っ た 高 周 波 ナ イ フ を 構 成 す る 第 １ ， 第
２ の 電 極 部 材 は 縮 小 状 態 の ま ま こ の よ う に 設 定 さ れ た 長 さ 分 だ け 可 撓 性 シ ー ス 先 端 か ら 突
出 す る こ と に な る 。 ま た 、 粘 膜 層 を 剥 離 す る 際 に は 、 高 周 波 ナ イ フ は 粘 膜 層 及 び 筋 層 と 平
行 に 近 い 状 態 に 向 け る の で 、 こ の 第 １ 段 目 に 加 え て 第 ２ 段 目 の ス ト ロ ー ク に よ り 高 周 波 ナ
イ フ を さ ら に 長 く 突 出 さ せ る 。 こ の と き に 突 出 す る の は 第 ２ の 電 極 部 材 で あ り 、 第 １ の 電
極 部 材 は 第 １ 段 目 の ス ト ロ ー ク 端 位 置 に 保 持 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 効 率 的 な 粘 膜 剥 離 を
行 う の に 適 切 な 長 さ 分 だ け 高 周 波 ナ イ フ が 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら 突 出 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ 段 目 の ス ト ロ ー ク は 第 １ ， 第 ２ の 駆 動 部 材 間 を 連 動 さ せ 、 第 ２ 段 目 の ス ト ロ ー ク は
こ の ス ト ロ ー ク 端 位 置 か ら さ ら に 第 １ の 電 極 部 材 を 突 出 さ せ る も の で あ り 、 こ の 連 動 部 材
に よ る 連 動 及 び 連 動 解 除 を 行 う 連 動 部 材 の 構 成 は 、 例 え ば 止 め ね じ や ピ ン を 用 い 、 若 し く
は ス ナ ッ プ ア ク シ ョ ン 機 構 等 、 工 具 を 使 用 す る こ と な く 第 １ ， 第 ２ の 駆 動 部 材 と の 連 動 及
び 連 動 解 除 を 行 え る よ う に す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ の 駆 動 部 材 と 第 １ の 電 極 部 材 と の 間 は 可 撓 性 を 有 す る ワ イ ヤ 等 か ら な る 第 １ の 伝 達
部 材 で 連 結 す る こ と が で き る 。 一 方 、 第 ２ の 駆 動 部 材 と 第 ２ の 電 極 部 材 と の 間 は 第 ２ の 伝
達 部 材 で 連 結 さ れ る 。 こ の 第 ２ の 伝 達 部 材 は 第 １ の 伝 達 部 材 と 並 列 に 配 置 し た ワ イ ヤ で 構
成 す る こ と も で き る が 、 第 １ の 伝 達 部 材 を ワ イ ヤ で 構 成 し 、 第 ２ の 伝 達 部 材 を チ ュ ー ブ 乃
至 コ イ ル で 構 成 し て 、 ワ イ ヤ を そ の 内 部 に 挿 通 す る よ う に 構 成 す る 方 が 望 ま し い 。 そ し て
、 第 １ ， 第 ２ の 電 極 部 材 の 少 な く と も 一 方 、 若 し く は 両 方 を 導 電 部 材 で 構 成 し 、 高 周 波 電
源 と 電 気 的 に 接 続 す る 。 第 １ ， 第 ２ の 電 極 部 材 は テ レ ス コ ー プ 状 に 連 結 さ れ て い る の で 、
相 互 に 接 触 し て い る こ と か ら 、 第 １ ， 第 ２ の 伝 達 部 材 の い ず れ か 一 方 を 高 周 波 電 源 に 接 続
す る か 、 ま た は 伝 達 部 材 は 駆 動 力 の 伝 達 の み の た め に 設 け 、 電 源 供 給 は 別 途 ケ ー ブ ル で 連
結 す る 構 成 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ 段 及 び 第 ２ 段 の 各 規 制 部 は 操 作 手 段 側 に 設 け て も 良 い が 、 可 撓 性 シ ー ス の 状 態 如 何
に 拘 ら ず 、 高 周 波 ナ イ フ を 必 ず 一 定 の 位 置 ま で ス ト ロ ー ク さ せ る た め に 、 少 な く と も 第 １
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段 目 の 突 出 量 の 規 制 は 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 側 で 行 う の が 望 ま し い 。 ま た 、 テ レ ス コ ー プ 状
と し た 第 １ の 電 極 部 材 と 第 ２ の 電 極 部 材 と の 間 に お け る 突 出 量 の 規 制 も 先 端 側 で 行 う 方 が
望 ま し い 。 第 １ 段 規 制 部 は 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 に 装 着 し た ス ト ッ パ リ ン グ で 構 成 す る こ と
が で き 、 ま た 第 ２ 段 規 制 部 は 第 ２ の 電 極 部 材 の 基 端 部 に 第 １ の 電 極 部 材 を 当 接 さ せ る よ う
に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 高 周 波 処 置 具 を 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ せ た ま ま で 、 粘 膜 の 切 開 と 剥 離
と い う よ う な ２ 種 類 の 処 置 を 安 全 に 、 し か も 効 率 的 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 に お い て
は 、 病 変 粘 膜 の 切 開 及 び 剥 離 を 行 う た め の 高 周 波 処 置 具 と し て 構 成 し た も の に つ い て 説 明
す る 。 な お 、 本 発 明 の 高 周 波 処 置 具 は 他 の 種 類 の 処 置 を 行 う 場 合 に も 用 い る こ と が で き る
の は 言 う ま で も な い 。 そ こ で 、 図 １ に 高 周 波 処 置 具 の 全 体 構 成 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 同 図 に お い て 、 １ は 高 周 波 処 置 具 で あ っ て 、 こ の 高 周 波 処 置 具 １ は 長 尺 の 絶 縁 チ ュ ー ブ
か ら な る 可 撓 性 シ ー ス ２ を 有 し 、 こ の 可 撓 性 シ ー ス ２ の 基 端 部 は 操 作 手 段 ３ に 連 結 さ れ て
い る 。 操 作 手 段 ３ は 本 体 軸 ４ と 、 こ の 本 体 軸 ４ に 嵌 合 さ れ て 、 本 体 軸 ４ の 軸 線 方 向 に 摺 動
可 能 に 設 け ら れ 、 術 者 の 手 指 で 操 作 可 能 な ス ラ イ ダ ５ と か ら 構 成 さ れ る 。 ６ は 高 周 波 電 源
で あ っ て 、 こ の 高 周 波 電 源 ６ に は ケ ー ブ ル ７ が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ 、 こ の ケ ー ブ ル ７ は ス
ラ イ ダ ５ に 装 着 し た 端 子 部 ８ に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 可 撓 性 シ ー ス ２ の 先 端 に は 、 図 ２ に 示 し た よ う に 、 高 周 波 ナ イ フ １ ０ が 装 着 さ れ て い る
。 高 周 波 ナ イ フ １ ０ は 、 先 端 が 半 球 面 形 状 と な っ た 丸 棒 状 に 形 成 し た 第 １ の 電 極 部 材 １ １
と 、 こ の 第 １ の 電 極 部 材 １ １ に 嵌 合 さ せ た 円 筒 形 状 の 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ と か ら 構 成 さ れ
る 。 第 １ の 電 極 部 材 １ １ は 基 端 側 が 太 径 部 １ １ ａ で 、 先 端 側 が 縮 径 さ れ た 細 径 部 １ １ ｂ と
か ら 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 円 筒 形 状 と し た 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ は 、 第 １ の 電 極 部 材 １ １
に 摺 動 可 能 に 嵌 合 さ れ て お り 、 そ の 内 面 側 が 段 差 構 造 に な っ て い る 。 即 ち 、 基 端 側 は こ の
第 １ の 電 極 部 材 １ １ に お け る 太 径 部 １ １ ａ と 摺 動 す る 基 端 側 の 薄 肉 部 １ ２ ａ と な っ て お り
、 先 端 側 は 細 径 部 １ １ ｂ に 対 し て 摺 動 す る 厚 肉 部 １ ２ ｂ と な っ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 第
１ ， 第 ２ の 電 極 部 材 １ １ ， １ ２ は 、 概 略 第 １ の 電 極 部 材 １ １ の 半 球 面 部 だ け が 第 ２ の 電 極
部 材 １ ２ か ら 突 出 し た 縮 小 状 態 と 、 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ か ら 第 １ の 電 極 部 材 １ １ が 大 き く
突 出 し た 伸 長 状 態 と に 変 位 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 可 撓 性 シ ー ス ２ の 先 端 内 面 に は 、 例 え ば セ ラ ミ ッ ク 等 、 耐 熱 性 が あ り 、 硬 質 の 電 気 絶 縁
部 材 か ら な る パ イ プ 状 の 部 材 か ら な る ス ト ッ パ リ ン グ １ ３ が 挿 入 さ れ て 、 接 着 等 の 手 段 に
よ り 固 着 さ れ て い る 。 こ の ス ト ッ パ リ ン グ １ ３ の 内 径 は 、 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ の 外 径 よ り
僅 か に 小 さ い 寸 法 と な っ て お り 、 従 っ て 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ は ス ト ッ パ リ ン グ １ ３ に 摺 動
可 能 に 挿 通 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ の 最 基 端 部 は 拡 径 部 １ ２ ｃ と な っ て
お り 、 こ の 拡 径 部 １ ２ ｃ は ス ト ッ パ リ ン グ １ ３ の 内 径 よ り 大 き い 寸 法 を 有 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 処 置 を 行 っ て い な い 状 態 で は 、 高 周 波 ナ イ フ １ ０
は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 し た よ う に 、 可 撓 性 シ ー ス ２ の 内 部 に 収 納 さ せ た 退 避 位 置 に 保 持 す る
。 こ の 状 態 か ら 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 第 １ の 電 極 部 材 １ １ と 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２
と を 縮 小 状 態 に 保 持 し て 一 体 的 に 可 撓 性 シ ー ス ２ か ら 突 出 さ せ る よ う に ス ト ロ ー ク さ せ る
と 、 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ の 拡 径 部 １ ２ ｃ が ス ト ッ パ リ ン グ １ ３ の 基 端 面 に 当 接 し て 、 高 周
波 ナ イ フ １ ０ は 切 開 作 動 位 置 と な る 。 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ は こ の 状 態 が 最 突 出 し た 位 置 で
あ り 、 従 っ て 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ の 拡 径 部 １ ２ ｃ と ス ト ッ パ リ ン グ １ ３ の 端 面 と に よ っ て
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第 １ 段 規 制 部 が 構 成 さ れ る 。 こ こ で 、 こ の 縮 小 状 態 で は 、 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ の 厚 肉 部 １
２ ｂ と 第 １ の 電 極 部 材 １ １ の 太 径 部 １ １ ａ と の 間 に 所 定 の 間 隔 が 存 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ の 電 極 部 材 １ １ は 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 し た よ う に 、 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ が 最 突 出 し て
、 太 径 部 １ １ ａ が 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ の 厚 肉 部 １ ２ ｂ に よ る 段 差 部 に 当 接 す る ま で ス ト ロ
ー ク さ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 可 撓 性 シ ー ス ２ か ら 最 突 出 し た 伸 長 状 態 と な る 。 こ
の よ う に 、 第 １ の 電 極 部 材 １ １ が 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ か ら 最 突 出 し た 状 態 が 高 周 波 ナ イ フ
１ ０ に よ る 剥 離 作 動 位 置 で あ る 。 こ の と き に は 、 こ の 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ に 設 け た 厚 肉 部
１ ２ ｂ に よ る 段 差 と 第 １ の 電 極 部 材 １ １ に 形 成 し た 太 径 部 １ １ ａ の 段 差 と が 当 接 す る こ と
に な り 、 こ れ が 第 ２ 段 規 制 部 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 、 第 １ ， 第 ２ の 電 極 部 材 １ １ ， １ ２ か ら な る 高 周 波 ナ イ フ １ ０ は 、 ２ 段 で 突
出 可 能 と な っ て い る 。 そ し て 、 ２ 段 で 突 出 す る よ う に 操 作 す る た め に 、 操 作 手 段 ３ は 図 ３
乃 至 図 ５ に 示 し た 構 成 と な っ て い る 。 即 ち 、 本 体 軸 ４ に 摺 動 可 能 に 装 着 さ れ て い る ス ラ イ
ダ ５ は 、 第 １ の 駆 動 部 ２ ０ 及 び 第 ２ の 駆 動 部 ２ １ と 、 こ れ ら 第 １ ， 第 ２ の 駆 動 部 ２ ０ ， ２
１ を 連 動 及 び 連 動 解 除 が 可 能 な よ う に 連 結 す る 連 動 部 材 ２ ２ と か ら 構 成 さ れ る 。 そ し て 、
図 ４ 及 び 図 ５ に 示 し た よ う に 、 本 体 軸 ４ に は そ の ほ ぼ 全 長 に 及 ぶ ス リ ッ ト ２ ３ が 設 け ら れ
て お り 、 可 撓 性 シ ー ス ２ 内 に 挿 通 さ れ 、 第 １ の 電 極 部 材 １ １ に 連 結 し た 第 １ の 伝 達 部 材 と
し て の ワ イ ヤ ２ ４ 及 び 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ に 連 結 さ れ 、 こ の ワ イ ヤ ２ ４ を 挿 通 さ せ た 第 ２
の 伝 達 部 材 と し て の コ イ ル ２ ５ と が 本 体 軸 ４ に 穿 設 し た 通 路 部 ４ ａ か ら ス リ ッ ト ２ ３ 内 に
延 在 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス リ ッ ト ２ ３ 内 に は 、 さ ら に 第 １ の 駆 動 部 ２ ０ に 連 結 し た 第 １ の 摺 動 駒 ２ ６ と 、 第 ２ の
駆 動 部 ２ １ に 連 結 し た 第 ２ の 摺 動 駒 ２ ７ と が 設 け ら れ て い る 。 第 ２ の 摺 動 駒 ２ ７ に は コ イ
ル ２ ５ が 連 結 し て 設 け ら れ て お り 、 こ の コ イ ル ２ ５ の 端 部 か ら ワ イ ヤ ２ ４ が 導 出 さ れ て 、
そ の 端 部 が 第 １ の 摺 動 駒 ２ ６ に 連 結 さ れ て い る 。 そ し て 、 端 子 部 ８ は 、 ス ラ イ ダ ５ に お い
て 、 そ の 第 ２ の 駆 動 部 ２ １ に 装 着 さ れ て お り 、 こ の 端 子 部 ８ は コ イ ル ２ ５ と 電 気 的 に 接 続
さ れ て い る 。 従 っ て 、 コ イ ル ２ ５ は 導 電 性 を 有 す る 金 属 線 材 を コ イ ル 状 に 形 成 し た も の か
ら な り 、 ま た 少 な く と も 第 ２ の 摺 動 駒 ２ ７ も 導 電 部 材 で 構 成 さ れ て お り 、 コ イ ル ２ ５ を 介
し て 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ が 、 そ し て こ の 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ に 対 し て 摺 動 可 能 に 当 接 し て
い る 第 １ の 電 極 部 材 １ １ が 端 子 部 ８ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 第 １ の 駆 動 部 ２ ０ は 、 連 動 部 材 ２ ２ を 介 し て 第 ２ の 駆 動 部 ２ １ と 連 結 さ れ て お
り 、 こ の た め に 連 動 部 材 ２ ２ は 長 孔 ２ ２ ａ を 有 す る 長 尺 板 状 の 部 材 か ら な り 、 そ の 先 端 部
が 第 ２ の 駆 動 部 ２ １ に 連 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 長 孔 ２ ２ ａ に は 連 結 用 ね じ ２ ８ が 挿 通 さ
れ て お り 、 こ の 連 結 用 ね じ ２ ８ は 第 １ の 駆 動 部 ２ ０ に 螺 挿 さ れ て い る 。 従 っ て 、 こ の 連 結
用 ね じ ２ ８ を 締 め 付 け る と 、 第 １ ， 第 ２ の 駆 動 部 ２ ０ ， ２ １ 間 が 連 結 し た 状 態 と な り 、 ま
た 連 結 用 ね じ ２ ８ を 緩 め る と 第 １ の 駆 動 部 ２ ０ が 単 独 で 本 体 軸 ４ に 沿 っ て 摺 動 可 能 と な る
。 こ こ で 、 長 孔 ２ ２ ａ を 有 す る 連 動 部 材 ２ ２ は 本 体 軸 ４ を 挟 ん だ 両 側 に 設 け ら れ て お り 、
連 結 用 ね じ ２ ８ が 装 着 さ れ て い る の は 一 方 側 の 連 動 部 材 ２ ２ で あ っ て 、 他 方 側 の 連 動 部 材
２ ２ の 長 孔 ２ ２ ａ に は 第 １ の 駆 動 部 ２ ０ に 設 け た 突 起 ２ ０ ａ が 係 合 し て い る 。 さ ら に 、 第
２ の 駆 動 部 ２ １ に は 止 め ね じ ２ ９ が 螺 挿 さ れ て い る 。 従 っ て 、 こ の 止 め ね じ ２ ９ を 締 め 付
け る と 、 そ の 先 端 が 本 体 軸 ４ に 圧 接 さ れ る こ と に な る 結 果 、 第 ２ の 駆 動 部 ２ １ は 本 体 軸 ４
に 固 定 的 に 保 持 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の 構 成 を 有 す る 高 周 波 処 置 具 １ は 、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 観 察 部 Ｗ を 有 す る 内 視 鏡
挿 入 部 Ｓ に 設 け た 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル Ｃ を 介 し て 体 腔 内 に 挿 入 さ れ 、 例 え ば 食 道 ， 胃 ，
十 二 指 腸 ， 大 腸 等 の 体 腔 内 壁 に 病 変 粘 膜 が 存 在 す る 際 に は 、 こ の 病 変 粘 膜 部 を 剥 離 し て 除
去 す る 処 置 を 施 す た め に 用 い ら れ る 。 そ こ で 、 こ の 病 変 粘 膜 を 切 除 す る 処 置 の 一 例 に つ い
て 説 明 す る 。 こ の 処 置 は 、 例 え ば 、 内 視 鏡 Ｓ に よ る 検 査 の 結 果 、 粘 膜 に 病 変 部 が 存 在 し て
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い る こ と が 確 認 さ れ た と き に 行 わ れ る 。 こ の 処 置 は 粘 膜 の 切 開 と 粘 膜 剥 離 と の ２ 段 階 で 行
わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま ず 、 粘 膜 を 切 開 す る た め に は 、 高 周 波 処 置 具 １ の 操 作 手 段 ３ を 操 作 し て 、 即 ち ス ラ イ
ダ ５ に お け る 第 １ ， 第 ２ の 駆 動 部 ２ ０ ， ２ １ を 連 動 部 材 ２ ２ に よ り 連 動 す る 状 態 と し て 、
退 避 位 置 か ら 切 開 作 動 位 置 ま で 変 位 さ せ る 。 つ ま り 、 連 結 用 ね じ ２ ８ に よ り 第 １ の 駆 動 部
２ ０ と 第 ２ の 駆 動 部 ２ １ と を 連 動 部 材 ２ ２ を 介 し て 連 結 し 、 か つ 止 め ね じ ２ ９ を 緩 め る 。
こ れ に よ っ て ス ラ イ ダ ５ 全 体 が 本 体 軸 ４ に 沿 っ て 摺 動 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の ス ラ イ ダ ５ の 操 作 に よ り 、 図 ２ （ ｂ ） の よ う に 、 高 周 波 ナ イ フ １ ０ を 構 成 す る 第 １
， 第 ２ の 電 極 部 材 １ １ ， １ ２ が 、 第 １ の 電 極 部 材 １ １ の 半 球 面 部 だ け が 第 ２ の 電 極 部 材 １
２ か ら 突 出 し た 縮 小 状 態 と な っ て 、 可 撓 性 シ ー ス ２ の 先 端 か ら 所 定 長 さ だ け 突 出 す る 。 こ
の と き の 高 周 波 ナ イ フ １ ０ の 可 撓 性 シ ー ス ２ か ら の 突 出 長 さ は 、 粘 膜 層 Ｌ Ｕ の 厚 み よ り 大
き く 、 粘 膜 層 Ｌ Ｕ と 粘 膜 下 層 Ｌ Ｍ と の 合 計 の 厚 み よ り 短 く な る よ う に 設 定 す る 。 こ の 状 態
で 、 高 周 波 電 源 ６ か ら 電 源 を 供 給 す る こ と に よ っ て 、 高 周 波 ナ イ フ １ ０ に 高 周 波 電 流 が 流
れ て 、 粘 膜 層 Ｌ Ｕ が 切 開 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 可 撓 性 シ ー ス ２ の 先 端 に は ス ト ッ パ リ ン グ １ ３ が 装 着 さ れ て お り 、 こ の ス ト ッ パ リ ン グ
１ ３ は 可 撓 性 シ ー ス ２ の 先 端 面 と 同 じ 位 置 に 配 置 さ れ て い る の で 、 可 撓 性 シ ー ス ２ の 先 端
の 粘 膜 層 Ｌ Ｕ へ の 当 接 面 積 が 大 き く な り 、 こ の 先 端 面 を 軽 く 押 し 当 て る こ と に よ り 粘 膜 層
Ｌ Ｕ を 押 圧 す る こ と が な い 。 ま た 、 切 開 作 動 位 置 で の 高 周 波 ナ イ フ １ ０ の 突 出 長 さ を 規 制
す る 第 １ 段 規 制 部 は 、 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ の 拡 径 部 １ ２ ｃ と ス ト ッ パ リ ン グ １ ３ の 端 面 と
の 間 に 設 け ら れ て お り 、 つ ま り 可 撓 性 シ ー ス ２ の 先 端 部 分 に 設 け ら れ て い る の で 、 こ の 可
撓 性 シ ー ス ２ の 先 端 か ら の 突 出 長 さ を 極 め て 正 確 に 調 整 で き る 。 こ の よ う に 操 作 す る こ と
に よ っ て 、 確 実 に 粘 膜 層 Ｌ Ｕ を 切 開 す る こ と が で き 、 か つ 高 周 波 ナ イ フ １ ０ は 粘 膜 下 層 Ｌ
Ｍ よ り 下 部 位 置 に あ る 筋 層 Ｌ Ｂ に 接 触 す る 位 置 ま で 到 達 せ ず 、 こ の 筋 層 Ｌ Ｂ を 侵 襲 す る こ
と は な い 。 し か も 、 予 め 粘 膜 下 層 Ｌ Ｍ に 対 し て ヒ ア ル ロ ン 酸 や 生 理 食 塩 水 等 を 局 注 す る こ
と に よ っ て 、 粘 膜 下 層 Ｌ Ｍ を 膨 隆 さ せ る こ と に よ り 、 さ ら に 安 全 な 処 置 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 切 開 は 、 病 変 部 の 全 周 に わ た っ て 行 い 、 そ の 結 果 病 変 粘 膜 に お け る 領 域 の 外 周 部 の 周 囲
に お け る 粘 膜 層 Ｌ Ｕ が 切 開 さ れ て 、 粘 膜 下 層 Ｌ Ｍ が 露 出 し た 状 態 と な る 。 た だ し 、 病 変 粘
膜 領 域 Ｄ の 全 周 を 切 開 し た だ け で は 粘 膜 層 Ｌ Ｕ を 除 去 す る こ と は で き な い 。 即 ち 、 粘 膜 層
Ｌ Ｕ と 筋 層 Ｌ Ｂ と の 間 は 線 維 性 の 粘 膜 下 層 Ｌ Ｍ で 繋 が っ て い る の で 、 こ の 線 維 を 切 断 す る
こ と に よ り 筋 層 Ｌ Ｂ か ら 剥 離 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 剥 離 処 置 は 、 高 周 波 電 源 ６ か ら 高 周 波 ナ イ フ １ ０ に 高 周 波 電 流 を 流 し な が ら 、 可 撓
性 シ ー ス ２ を 水 平 移 動 さ せ た り 、 ス イ ン グ 動 作 さ せ た り す る こ と に よ っ て 、 粘 膜 下 層 Ｌ Ｍ
を 高 周 波 電 流 の 作 用 で 焼 灼 す る よ う に し て 切 断 す る 。 つ ま り 、 高 周 波 ナ イ フ １ ０ は 粘 膜 層
Ｌ Ｕ 及 び 筋 層 Ｌ Ｂ と 概 略 平 行 な 方 向 に 延 在 さ せ る 。 従 っ て 、 高 周 波 ナ イ フ １ ０ を 可 撓 性 シ
ー ス ２ の 先 端 か ら あ る 程 度 大 き く 突 出 さ せ て も 、 筋 層 Ｌ Ｂ を 侵 襲 す る お そ れ は な く 、 む し
ろ 粘 膜 剥 離 を 効 率 的 に 行 う た め に は 、 可 撓 性 シ ー ス ２ か ら の 高 周 波 ナ イ フ １ ０ の 突 出 長 さ
を よ り 長 く す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 ス ラ イ ダ ５ を 構 成 す る 第 ２ の 駆 動 部 ２ １ を 切 開 作 動 位 置 と し た 状 態 で
、 止 め ね じ ２ ９ を 締 め 付 け る こ と に よ っ て 、 こ の 第 ２ の 駆 動 部 ２ １ を 本 体 軸 ４ に 対 し て 固
定 す る 。 ま た 、 連 結 用 ね じ ２ ８ を 緩 め て 、 連 動 部 材 ２ ２ に よ る 第 １ ， 第 ２ の 駆 動 部 ２ ０ ，
２ １ 間 の 連 結 を 解 除 す る 。 こ の 状 態 で 、 第 １ の 駆 動 部 ２ ０ を 本 体 軸 ４ に 沿 っ て 摺 動 さ せ る
と 、 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ は 可 撓 性 シ ー ス ２ の 先 端 か ら 突 出 し た 状 態 に 保 た れ 、 か つ 第 １ の
電 極 部 材 １ １ が 筒 状 と な っ た 第 ２ の 電 極 部 材 １ ２ か ら 突 出 す る 。 こ れ に よ っ て 、 第 ２ の 電
極 部 材 １ ２ に 設 け た 厚 肉 部 １ ２ ｂ に よ る 段 差 と 第 １ の 電 極 部 材 １ １ に 形 成 し た 太 径 部 １ １
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ａ の 段 差 と か ら な る 第 ２ 段 規 制 部 を 当 接 さ せ た 高 周 波 ナ イ フ １ ０ が 伸 長 状 態 と な っ た 剥 離
作 動 位 置 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 状 態 で 、 高 周 波 ナ イ フ １ ０ を ス イ ン グ 動 作 さ せ る こ と に よ っ て 、 粘 膜 下 層 Ｌ Ｍ を 剥
離 す る 。 こ こ で 、 高 周 波 ナ イ フ １ ０ と し て は 、 可 撓 性 シ ー ス ２ の 先 端 か ら 第 ２ ， 第 １ の 電
極 部 材 １ ２ ， １ １ が 大 き く 突 出 し て お り 、 し か も こ れ ら 両 電 極 部 材 １ ２ ， １ １ に 高 周 波 電
流 が 供 給 さ れ る の で 、 粘 膜 剥 離 の 処 置 を 効 率 的 に 行 う こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の 高 周 波
ナ イ フ １ ０ を ス イ ン グ さ せ る 動 作 は 内 視 鏡 挿 入 部 Ｓ の 先 端 部 分 を 湾 曲 さ せ る 等 の 操 作 に よ
っ て 、 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 迅 速 か つ 効 率 的 に 粘 膜 剥 離 が 行 わ れ る こ
と に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 示 す 高 周 波 処 置 具 の 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 高 周 波 処 置 具 の 先 端 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 高 周 波 処 置 具 の 操 作 手 段 側 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 高 周 波 処 置 具 に お け る 操 作 手 段 の 本 体 軸 に お け る ス リ ッ ト 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｘ － Ｘ 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 示 す 高 周 波 処 置 具 を 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル か ら
導 出 さ せ た 状 態 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 高 周 波 処 置 具 を 用 い て 切 開 を 行 っ て い る 状 態 を 示 す 組 織 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 粘 膜 剥 離 を 行 っ て い る 状 態 を 示 す 組 織 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１ 　 高 周 波 処 置 具 　 　 　 　 　 　 ２ 　 可 撓 性 シ ー ス
３ 　 操 作 手 段 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 　 本 体 軸
６ 　 高 周 波 電 源 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ 　 高 周 波 ナ イ フ
１ １ 　 第 １ の 電 極 部 材 　 　 　 　 １ ２ 　 第 ２ の 電 極 部 材
１ ３ 　 ス ト ッ パ リ ン グ 　 　 　 　 ２ ０ 　 第 １ の 駆 動 部
２ １ 　 第 ２ の 駆 動 部 　 　 　 　 　 ２ ２ 　 連 動 部 材
２ ４ 　 ワ イ ヤ 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ５ 　 コ イ ル
２ ６ 　 第 １ の 摺 動 駒 　 　 　 　 　 ２ ７ 　 第 ２ の 摺 動 駒
２ ８ 　 連 結 用 ね じ 　 　 　 　 　 　 ２ ９ 　 止 め ね じ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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